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間質圧上昇による癌促進メカニズムの解明と治療応用
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ほとんどすべてのがん組織では間質圧が上昇し
ています。上皮細胞に間質側から圧を加えると腫
瘍と共通の形質が引き起こされることが分かって
います（図１）。しかし、「間質圧の上昇」が腫
瘍の病態にどのように関わっているのかについて
は未だによく分かっていません。
肺癌は1993年以降がんの部位別死因トップと

なっており、治療成績を改善させるためには新た
な方向からアプローチする治療戦略の開拓が必要
と考えられます。
本研究ではがん微小環境の中でこれまで注目さ

れてこなかった「間質圧」が腫瘍の病態に果たす
役割やそのメカニズムを明らかして、新たな治療
選択を開拓することを目指しています（図２）
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② 研究の出口のイメージ

がん組織では間質圧が上昇しており癌促進に寄与してい
ますが（図１）、がん微小環境の中で「間質圧」が果た
す役割はこれまであまり注目されてきませんでした。
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本研究では様々な角度からアプローチして間質圧上昇
による癌促進メカニズムに明らかにして、新たながん
治療戦略を開拓することを目指しています（図２）。
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（本研究は若手研究者が取り組んでいる研究です）


